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ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.101 2024.12.1

www.city.saitama.lg.jp/gikai/

アンケート調査!大学生のリアルボイス
大学生が、さいたま市や市議会のことをどう思っているのか、
率直な意見を伺いました。



知
っ
て
る
？

教えて！

大学生の
リアルボイス
大学生の
リアルボイス

市議会議員は、さいたま市が住 みやすく、安心・
安全で楽しいまちとなるよう、 また、魅力ある  
まちであり続けるために議論を 重ねています。

大学生が、さいたま市や市議会のことをどう思って
いるのか、総勢１００名を超える学生の皆さんから、
率直な意見を伺いました。

アンケート
調査 !

大学生の皆さんから寄せられた期待に応えられる
よう、一丸となって取り組んでいきます！
これからも市議会にぜひ注目してください！

調査概要 実施期間：令和6年8月15日～ 9月13日
 調査手法：市ホームページ上でのWEBアンケート
 回答数：114人
※「大学コンソーシアムさいたま」加盟大学にもご協力いただきました。

買う時になんでもある

まちのイベントが多い

公共交通機関が
充実している

都会すぎない雰囲気が
ちょうど良い

見沼田んぼなど都市近くに
農村風景が広がっている

人形のまちと言われていて、
文化を大切にしている

自然災害も比較的少なく、
住みやすい

飲食店が多くて遊ぶ
ところが少ない

市の中でも栄えている
ところと、そうではな
いところの差がある

公共施設が充実している、
市民に対して手厚いサポート
がある

産業振興を充実
させてほしい

周辺自治体の
模範都市と
なってほしい

東日本の中心都市として、
企業などが集積し、多くの
人が訪れる都市

スイーツやカフェを充実さ
せて、たくさんの人が遊び
に来たいと思える魅力のあ
る市にしてほしい

環境にやさしく、活
気の溢れるまちづ
くりをしてほしい

住民の意見も取
り込んで判断し
てほしい

より良い人生を過ごせるように、
市民の代表として市民の意見を
市政に反映してほしい

子どもたちがそれぞれに合っ
た教育で大切な期間を過ごせ
るよう、福祉のさらなる充実を

市民や大学生との交流会の機会がある
と良いと思います。「子ども市議会」
「大学生市議会」など、市議会を身近に
感じる取組に期待

全世代がのびのびと暮らせる
まちを維持し、発展させる政
策を進めてほしい

サッカーなどの
スポーツが盛ん

大学が駅から遠く、バスは
朝・帰りの時間帯は毎回
満員で乗り切れない

市議会議員の活動を傍聴・インターネット中継でチェック！

インターネット中継は
こちらから

白
熱
す
る
議
論
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

白
熱
す
る
議
論
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

84席あります

傍聴席で！

傍聴については
こちらから

インターネット中継で！

録画配信も行っています

30％

23％

21％

10％

20％

16％

11％

市議会に提出された議案と議決結果

議員と市の間で行われた議論の内容

市議会で行われた議論の市政への反映状況

どちらかといえば
好き

好き

13％

13％

12％

9％

9％

災害対応力の強化・治安の向上

商業施設の充実

交通の利便性向上

公園など子どもが遊べる場や憩いの場の充実

環境にやさしいまち

8
％

58％ 33％

どちらかといえば
　嫌い

嫌い 1％

ある

ない

11％

89％
市議会の会議を
見たことがある？

市議会の情報を
どの媒体で見たい？

さいたま市が好 き？

10年後のさいたま市はどうなってほしい？
（5つまでの複数選択回答）

その他こんな意見も！

市議会議員は
皆さんの代表です！
市議会議員は
皆さんの代表です！

X（旧Twitter）

公共施設、駅、バス車内などの掲示物

YouTube

市議会だより（広報紙）

市議会のどんな情報を知りたい？

市議会に期待することは？

（複数選択回答）

（複数選択回答）

X（旧Twitter）には
市議会の情報が盛りだくさん。
ぜひフォローしてください。
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

令和6年9月定例会（9月4日～10月18日／会期45日間）

令和5年度の一般会計決算額は、歳入6,815億円、歳出6,669
億円となり、過去2番目の決算規模となりました。議案は、決算
特別委員会での議案審査の後、本会議での採決の結果、一般
会計・特別会計決算については「不認定」となりました。企業
会計決算の3議案については、「認定」または「認定及び原案可
決」されました。
また、審査の過程で指摘した改善点や要望などを令和7年度
の予算編成に向けた提言書として市長に提出しました。

議案第138号　令和5年度さいたま市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について

令和5年度の一般会計及び特別会計

9月定例会で審議された議案　市長提出議案31件、議員提出議案1件、委員会提出議案1件／合計33件

土地の不正売却事案への対応、グリーンヒルうらわの入所者への丁寧な対応などに要する経費につい
て、市長から令和6年度の補正予算議案が提出され、可決されました。

議案第131号　令和6年度さいたま市一般会計補正予算（第4号）　ほか8議案

令和6年度の補正予算議案

＜主な事業＞
●与野駅西口土地区画整理事業の土地不正売却事案における土地代金の返還等
●令和11年度廃止のグリーンヒルうらわのケアハウス入所者の転所に伴う諸費用の補償
●放課後子ども居場所事業の既存校を含めた13校のモデル事業実施に向けた準備

議員および委員会から次の意見書が提出され、いずれも可決されました。

議員提出議案第4号　建築物石綿含有建材の事前調査・除去費用に係る周知徹底と負担軽減措置の実施を
求める意見書　ほか1議案

市議会から国などへ意見書を提出

●建築物石綿含有建材の事前調査・除去費用に係る周知徹底と負担軽減措置の実施を求める意見書
●社会福祉施設職員等退職手当共済制度における保育所等に対する公費助成の継続を求める意見書

障害者権利条約や障害者基本法において手話は言語として規定されており、本市においても障害者総
合支援計画に「手話は言語である」ことを明記し、各施策を推進していますが、さらなる手話への理解お
よび手話の普及を推進するため「手話言語条例検討プロジェクトチーム」を設置しました。今後、プロ
ジェクトチームで議論を重ね、政策条例案を検討してまいります。

政策条例検討プロジェクトチーム
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代
表
質
問

6
会
派
7
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対

す
る
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
柳
俊
哉
／
神
坂
達
成
／
鶴
崎
敏
康

土
橋
勇
司
／
萩
原
章
弘
／
池
田
め
ぐ
み

小
柳
嘉
文

川
口
市
や
蕨
市
で
は
ク
ル

ド
人
を
攻
撃
す
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

本
市
で
も
ひ
ど
い
ヘ
イ
ト
街
宣
が
あ

れ
ば
市
長
の
毅き

ぜ
ん然
と
し
た
対
処
も
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い

て
は
、
法
務
省
が
類
型
と

し
て「
特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を
、

合
理
的
な
理
由
な
く
、
一
律
に
排
除
・

排
斥
す
る
こ
と
を
あ
お
り
立
て
る
も

の
」な
ど
３
点
を
例
示
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
言
動
に
よ
り
他
者
を
攻
撃
す

る
こ
と
は
、
相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、

差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
本
市

に
お
い
て
差
別
的
な
事
案
が
生
じ
た

場
合
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
出
を
含

め
、
市
長
に
よ
る
毅
然
と
し
た
対
応

を
行
っ
て
い
く
。

２
０
２
４
年
の
改
正
地
方

自
治
法
で
は
、
緊
急
事
態

発
生
時
に
国
が
自
治
体
に
補
充
的
な

指
示
を
出
せ
る
と
し
て
い
る
が
、
地

方
分
権
改
革
の
流
れ
に
逆
行
す
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

国
の
地
方
公
共
団
体
に
対

す
る
補
充
的
な
指
示
は
、

そ
の
行
使
に
当
た
り
、
限
定
的
か
つ

必
要
最
低
限
の
範
囲
で
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
昨
年
９
月

に
国
と
地
方
公
共
団
体
の
対
等
・
協

力
の
関
係
と
い
う
地
方
分
権
改
革
の

目
的
・
理
念
が
後
退
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、「
極
め
て
限
定
的
か
つ

厳
格
な
運
用
と
な
る
よ
う
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
」な
ど
を
指
定
都
市
市
長

会
と
し
て
国
に
要
請
し
た
。
今
後
も
、

住
民
に
身
近
な
行
政
は
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
を
基
本

と
す
る
地
方
分
権
の
理
念
に
沿
い
、

市
政
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、

地
中
に
し
み
こ
む
雨
水
が

減
少
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
は
、
内
水
被
害
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
の
軽
減
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、

積
極
的
に
導
入
す
る
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
、「
緑
の
基
本

計
画
」
で
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
を
推
進
し
て
お
り
、
公
民
が
連

携
し
て
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
動
し
て
い
る
。
ま
た
、グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
視
点
も
含
め
、
雨
水

浸
透
緑
化
は
有
効
な
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
総
合
雨
水
流
出
抑
制
対
策

指
針
」で
は
、
公
共
施
設
の
用
地
な
ど

を
活
用
し
て
雨
庭
の
整
備
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
公
民
が
連
携
し

質
問
者

近
隣
市
で
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

本
市
で
行
わ
れ
た
際
の
対
応
は

改
正
地
方
自
治
法　

地
方
分
権
改
革
に
逆
行
し
な
い
か

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
差
別
的
事
案
に
は

毅
然
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る

立
憲

＊
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
積
極
導
入
で

環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
都
市
に

すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。

＊ グリーンインフラ
社会資本整備や土地利用などのハード・ソフト両面において、
自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある
国土・都市・地域づくりを進める取組。

公
明
党
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任
を
果
た
せ
な
い
状
態
に
陥
る
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
が

責
任
を
持
っ
て
執
行
す
る
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
、
事
業
者
の
技
術
や
知

見
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
会
の
本
会
議
で
は「
事

前
通
告
制
」や「
答
弁
書
の

朗
読
」を
廃
止
し
、
市
長
・
職
員
に
は

「
反
問
権
」「
反
論
権
」を
付
与
し
、
本

音
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
、
活
発
な
議
会

を
目
指
す
べ
き
と
思
う
が
。

議
会
に
は
一
定
の
時
間
と

期
間
が
あ
り
、
そ
の
中
で

有
効
な
審
議
を
行
う
た
め
に
集
約
さ

れ
た
も
の
が
、
今
行
わ
れ
て
い
る
議

会
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
活
性
化
し
、
よ
り
有
効
な
も
の

に
変
え
て
い
く
こ
と
は
賛
成
す
べ
き

こ
と
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
検
討
会
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
き
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

突
き
合
わ
せ
、
議
会
側
と
執
行
部
側

の
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
と
思
う
。
よ
り
良
い
議

会
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
協

力
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

て
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
を

最
大
限
発
現
で
き
る
よ
う
全
庁
を
あ

げ
て
取
り
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い

持
続
可
能
な
都
市
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。 

子
ど
も
の
防
災
教
育
に

「
さ
い
た
ま
市
防
災
ア
プ

リ
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
の
命
を
守
る
防
災
力
は
大

き
く
前
進
す
る
と
考
え
る
が
、
市
と

市
教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

各
学
校
で
は
防
災
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
踏
ま
え
た

学
習
を
行
っ
て
い
る
が
、
防
災
ア
プ

リ
を
活
用
す
る
こ
と
で
一
層
、
防
災

教
育
の
充
実
や
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

教
材
を
各
家
庭
の
端
末
で
親
子
が
共

有
す
る
こ
と
で
、
家
庭
と
連
携
し
た

防
災
教
育
の
推
進
も
期
待
さ
れ
る
。

今
後
、
児
童
生
徒
用
端
末
で
ア
プ
リ

の
機
能
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
ブ

ラ
ウ
ザ
版
の
構
築
や
ア
プ
リ
の
再
構

築
が
必
要
と
な
る
た
め
、
担
当
部
局

と
教
育
委
員
会
が
連
携
を
図
り
、
使

用
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

て
い
る
。
ま
た
国
に
お
い
て
は
、「
こ

ど
も
未
来
戦
略
」で
、
保
育
士
の
さ
ら

な
る
処
遇
改
善
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
処
遇
改
善
を
含
め
た
保

育
士
確
保
施
策
の
一
層
の
拡
充
を
、

国
や
県
へ
の
働
き
か
け
も
含
め
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
に

頼
る
、
あ
る
い
は「
丸
投

げ
」す
る
と
い
っ
た
行
政
で
は
な
く
、

市
長
・
職
員
・
議
会
が
責
任
を
持
っ

て
進
め
て
い
く
行
政
へ
シ
フ
ト
し
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

施
策
・
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
委
託
に
よ
り

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
と
し
て
民
間

事
業
者
の
支
援
を
受
け
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
専
門
性
が
高
く
職
員
で
は

実
施
困
難
な
業
務
や
、
さ
ら
に
は
市

が
直
接
業
務
を
実
施
す
る
よ
り
効
率

的
な
場
合
な
ど
に
委
託
し
て
い
る
が
、

い
わ
ゆ
る
丸
投
げ
状
態
に
な
る
こ
と

で
市
が
発
注
者
と
し
て
の
役
割
と
責

本
市
は
他
自
治
体
と
比
べ
、

保
育
士
給
与
加
算
が
少
な

く
、
年
間
所
得
も
低
い
。
か
つ
、
有

効
求
人
倍
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
保
育
士
加
算
を
増
額
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、
市
単
独
の
給

与
上
乗
せ
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
処
遇
改

善
施
策
の
強
化
・
充
実
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
千
葉
県
で
は
市
町
村

の
補
助
に
加
え
、
県
も
上
乗
せ
補
助

を
行
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
、
埼
玉

県
に
対
し
上
乗
せ
補
助
を
強
く
求
め

議
会
の
活
性
化

も
っ
と
本
音
で
ぶ
つ
か
る
議
会
へ

子
ど
も
の
防
災
教
育
に

防
災
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
は

保
育
士
不
足
解
消
の
た
め

保
育
士
加
算
を
増
額
す
べ
き

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
任
せ
で
は
な
く

市
が
進
め
る
行
政
へ

子
ど
も
の
防
災
教
育
に

さ
い
た
ま
市
防
災
ア
プ
リ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

さ
い
た
ま
自
民
党
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議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

一
般
ス
ポ
ー
ツ
と
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
相
互
理
解

を
深
め
、
＊
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
さ
せ
る
た
め
に
、
庁
内
部

局
の
連
携
お
よ
び
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

面
の
拡
充
を
図
る
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
庁
内
部
局
の

連
携
協
力
の
も
と
、
ボ
ッ

チ
ャ
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
な
ど

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
参
加

で
き
る
種
目
の
体
験
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
事
業
な
ど
の
一
元
化
は
、

他
自
治
体
の
組
織
人
員
体
制
な
ど
も

参
考
に
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の

在
り
方
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
体
育
館
に
コ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
引

い
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
は
、
利
用
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
誰
も
が
使

い
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。 

自
民
党
市
議
団

南
区
内
に
設
置
さ
れ
た
一

灯
点
滅
式
信
号
機
が
撤
去

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
信
号

機
の
撤
去
に
伴
い
、
ガ
ー
ド
マ
ン
の

配
置
な
ど
交
通
安
全
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

一
灯
点
滅
式
信
号
機
は
、

警
察
庁
の
指
針
に
基
づ
き
、

一
時
停
止
な
ど
の
対
策
で
代
替
可
能

な
場
合
は
、
撤
去
を
検
討
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
質
問
の
信
号
機
の

撤
去
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
管
理
者

で
あ
る
警
察
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

現
場
診
断
を
合
同
で
実
施
し
、
安
全

対
策
の
検
討
を
行
っ
た
。
路
面
標
識

や
狭
さ
く
の
設
置
、
通
過
交
通
抑
制

や
速
度
抑
制
を
目
的
に
物
理
的
な
デ

バ
イ
ス
を
設
置
す
る
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ

ス
と
い
っ
た
対
応
策
が
考
え
ら
れ
、

交
通
管
理
者
や
教
育
委
員
会
な
ど
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

文
化
財
の
保
護
に
は
多
く

の
課
題
が
発
生
す
る
。「
市
」の
宝
を

後
世
に
残
す
た
め
に
も
、
年
次
計
画

を
策
定
し
、
適
切
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

本
市
で
は
、
文
化
庁
認
定

を
目
指
し「
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
」を
作
成
中
で
あ
る
。

今
後
、
本
計
画
を
踏
ま
え
所
有
者
、

専
門
家
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
会

議
体
を
設
置
す
る
な
ど
、様
々
な
方
々

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
総
が
か

り
で
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、本
計
画
に
の
っ

と
り
緊
急
性
、
所
有
者
の
意
思
な
ど

を
も
と
に
修
繕
優
先
リ
ス
ト
を
整
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
修

繕
に
向
け
た
事
業
費
の
積
極
的
な
確

保
に
努
め
て
い
く
。

長
寿
応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
概
要
や
ポ
イ
ン
ト
交
換

上
限
の
250
ポ
イ
ン
ト
以
上
を
貯
め
た

方
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
介
護
保

険
料
削
減
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

本
事
業
は
、
65
歳
以
上
の

方
が
登
録
団
体
に
参
加
し
、

活
動
を
行
っ
た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
も
の
で
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
は
年
間
1
回
、
上
限

250
ポ
イ
ン

ト
で
５
千
円
分
の
奨
励
金
に
交
換
で

き
る
。
現
状
、
上
限
以
上
に
参
加
さ

れ
た
場
合
の
特
典
は
無
い
が
、
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
も
検
討
し
て
い

く
。
本
事
業
は
介
護
保
険
料
削
減
に

も
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
健
康
状
態
に
変
化

が
あ
っ
た
」と
の
回
答
が
81
％
と
な
る

な
ど
、
多
く
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

春
か
ら
始
ま
っ
た
放
課
後

子
ど
も
居
場
所
事
業
に
お

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

相
互
理
解
を
深
め
る
機
会
拡
充
へ

文
化
財
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め

適
切
な
保
護
を
求
め
る

南
区
内
に
あ
る
撤
去
予
定
の
一
灯
点
滅
式
信
号
機

一
層
の
交
通
安
全
対
策
が
期
待
さ
れ
る

一
灯
点
滅
式
信
号
機
の
撤
去

交
通
安
全
対
策
は
大
丈
夫
か

い
き
い
き
と
活
動
す
る

高
齢
者
を
応
援
す
る
た
め
に

＊ インクルーシブスポーツ
障がいの有無、年齢、性別、文化的背景などに関係なく、誰も
が楽しめるスポーツ。誰もが使えるように用具やルールが工夫
されている。

日
本
共
産
党

放
課
後
子
ど
も
居
場
所
事
業

職
員
募
集
の
状
況
と
対
策
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水
対
策
を
実
施
す
る
地
区
と
し
て「
整

備
促
進
エ
リ
ア
」を
６
地
区
選
定
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
２
地
区
の
整
備

が
完
了
し
て
お
り
、
今
年
度
１
地
区

の
整
備
が
完
了
予
定
で
あ
る
。
６
地

区
以
外
の
浸
水
し
た
地
域
に
つ
い
て

は
浸
水
原
因
を
調
査
し
、
対
策
が
必

要
な
場
合
に
は
、
６
地
区
の
進
捗
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

福
祉
・
保
健
・
医
療

雨
水
管
の
整
備
が
実
施
さ
れ
た
地
区

引
き
続
き
浸
水
対
策
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る

生
活
習
慣
病
と
関
連
あ
る
歯
周
病

歯
石
除
去
の
有
効
性
周
知
は

桜
区
の
新
開
、
桜
田
で
は

多
く
の
床
上
浸
水
が
起
き

た
。
そ
の
後
の
排
水
機
場
の
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
は
軽
減
さ
れ
る
が
、

西
堀
３
丁
目
や
他
の
浸
水
履
歴
の
あ

る
地
域
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

西
堀
３
丁
目
は
令
和
元
年

度
に
雨
水
管
の
整
備
を
実

施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
集
水
桝ま

す

の

増
設
な
ど
の
対
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
桜
区
内
に
優
先
的
に
浸

一
般
質
問

12
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐
々
木
郷
美
／
高
子　

景
／
久
保
美
樹

斉
藤
健
一
／
出
雲
圭
子
／
浜
口
健
司

佐
藤
征
治
郎
／
北
岡
久
住
／
秋
山
朋
彦

川
村　

準
／
吉
田
一
郎
／
中
山
淳
一

質
問
者市

の
政
策
・
行
財
政

桜
区
で
発
生
し
た
浸
水
被
害

浸
水
履
歴
地
域
へ
の
対
策
は

い
て
、
西
区
栄
小
学
校
の
事
業
で
ス

キ
マ
バ
イ
ト
ア
プ
リ
で
職
員
募
集
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
モ
デ
ル

校
４
校
で
の
状
況
と
今
後
の
対
策
は
。

モ
デ
ル
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
運
営
事
業
者
に
委

託
し
て
実
施
し
て
お
り
、
職
員
募
集

も
事
業
者
に
よ
り
違
い
は
あ
る
が
、

自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
様
々
な
媒
体
を
活
用
し

て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ト
求
人
に
つ
い
て

は
、
臨
時
的
な
人
手
不
足
を
補
う
た

め
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
や
、
必
ず

常
勤
職
員
の
目
の
届
く
範
囲
内
で
業

務
に
従
事
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

事
業
者
に
確
認
し
て
い
る
。
今
後
も
、

よ
り
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
募

集
に
当
た
っ
て
は
資
格
者
限
定
と
す

る
よ
う
指
導
し
た
。

テ
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
採
点

シ
ス
テ
ム
導
入
拡
大
や
事

務
機
器
の
改
善
に
よ
り
、
教
職
員
の

負
担
軽
減
と
児
童
生
徒
に
向
き
合
う

時
間
の
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
で
は
、「
ス

マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
の
効

果
的
活
用
に
よ
る
業
務
改
善
を
積
極

的
に
推
進
し
て
お
り
、
令
和
６
年
１

月
、
市
立
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校

に
デ
ジ
タ
ル
採
点
シ
ス
テ
ム
を
一
斉

導
入
し
た
。
小
・
中
学
校
へ
の
全
市

的
な
導
入
に
向
け
た
研
究
も
進
め
て

お
り
、
今
年
度
は
希
望
校
を
対
象
に
、

試
験
的
に
実
証
研
究
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
働
き
方
改

革
に
マ
ッ
チ
し
た
事
務
機
器
の
整
備

に
よ
る
業
務
の
効
率
化
、
省
力
化
を

進
め
て
い
く
。

無
所
属
み
ら
い

デ
ジ
タ
ル
採
点
導
入
拡
大
な
ど
で

教
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き

紙
の
答
案
用
紙
を
ス
キ
ャ
ナ
で
取
り
込
む
こ
と
で

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
に
表
示
し
採
点
を
行
う
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ら
10
日
ま
で
の「
歯
と
口
の
健
康
週

間
」に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
歯
周
病
に

関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信
す
る
な

ど
、
よ
り
効
果
的
な
周
知
・
啓
発
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

医
療
的
ケ
ア
児
が
、
宿
泊

を
伴
う
学
校
行
事
に
親
の

同
伴
が
無
く
て
も
安
心
安
全
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
医
療
的
ケ
ア
児
支
援

法
に
の
っ
と
り
看
護
師
帯
同
を
制
度

化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、
学
校
生
活
で

日
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
看
護
師
を

派
遣
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
、

校
外
学
習
時
も
看
護
師
が
同
行
す
る

こ
と
で
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
学
校
生
活
で
看

護
師
派
遣
が
必
要
な
い
場
合
、
宿
泊

を
伴
う
校
外
学
習
時
の
看
護
師
派
遣

は
対
象
外
で
あ
る
。
学
校
で
の
医
療

的
ケ
ア
の
必
要
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
宿
泊
を
伴
う
校
外
学
習
時
の
看

護
師
派
遣
の
制
度
化
に
つ
い
て
、様
々

な
課
題
を
整
理
し
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

歯
周
病
は
、
糖
尿
病
や
認

知
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病

と
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
歯

石
除
去
が
有
効
な
予
防
策
で
あ
る
。

市
民
が
歯
石
除
去
の
有
効
性
を
認
識

で
き
る
よ
う
な
周
知
方
法
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
各
区
保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

歯
科
教
室
や
歯
科
相
談
の
機
会
を
通

じ
て
、
定
期
的
な
歯
科
検
診
の
必
要

性
や
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法

を
説
明
す
る
な
ど
、
歯
周
病
対
策
を

講
じ
て
い
る
。
今
後
は「
さ
い
た
ま
市

健
康
な
び
」に
、
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の

歯
間
清
掃
用
具
の
使
用
方
法
や
歯
石

除
去
な
ど
の
歯
周
病
に
特
化
し
た
記

事
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
６
月
４
日
か

市
内
に
110
あ
る
＊

就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
平

均
工
賃
が
、
都
道
府
県
別
44
位
の
埼

玉
県
よ
り
低
く
、
全
国
最
低
レ
ベ
ル

で
あ
る
。
工
賃
改
善
と
利
用
者
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、「
埼
玉
県
工
賃

向
上
計
画
」に
基
づ
き
、
授

産
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
自

主
製
品
見
本
市
の
開
催
な
ど
、
Ｂ
型

事
業
所
の
製
品
の
開
発
力
・
販
売
力

や
情
報
発
信
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
事

業
所
を
訪
問
し
、
状
況
把
握
に
努
め

て
い
る
。
今
後
は
、
自
主
製
品
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ「
サ
デ
コ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
が
た

り
」
で
の
販
売
支
援
な
ど
の
取
組
に

も
挑
戦
し
な
が
ら
、
埼
玉
県
の
目
標

で
あ
る
平
均
工
賃
２
万
円
に
向
け
て
、

各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
と

の
連
携
に
不
登
校
経
験
者

や
保
護
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
は
。

ま
た
、
不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
を
理

由
に
近
隣
の
学
校
へ
の
転
校
は
可
能

か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

現
在
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
や
不
登
校
等
児
童
生

徒
支
援
セ
ン
タ
ー
G
ro
w
th
に
お
い

て
、
子
育
て
講
座
の
開
催
や
不
登
校

を
経
験
し
た
学
生
の
体
験
談
を
聞
く

機
会
な
ど
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
場
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
い
た
だ

い
た
意
見
を
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
連

絡
協
議
会
で
取
り
上
げ
、
よ
り
良
い

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
て
い
く
。
児
童
生
徒
の
転
校
に
つ

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

宿
泊
を
伴
う
校
外
学
習

医
療
的
ケ
ア
児
に
看
護
師
帯
同
を

Ｂ
型
事
業
所
の
工
賃
改
善
と

利
用
者
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

教
育
・
文
化

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携

当
事
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
は

＊ 就労継続支援Ｂ型事業所
一般企業などでの就労が困難な方に、働く場を提供するととも
に、知識および能力の向上のために必要な訓練を行うサービス。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
歯
周
病
対
策
の
た
め
、

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
な
ど
を
説
明
し
て
い
る

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
お
ぞ
ら
」で
は
登
校
が

困
難
な
児
童
生
徒
へ
の
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
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住
環
境
へ
の
影
響
が
伴
う
こ
と
か
ら
、

周
辺
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
や
合
意

形
成
が
肝
要
で
あ
り
、
地
区
計
画
の

策
定
な
ど
も
含
め
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

浦
和
美
園
地
区
に「
順
天
堂

大
学
医
学
部
附
属
埼
玉
国

際
先
進
医
療
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」が
開

院
予
定
で
あ
る
。
渋
滞
悪
化
を
招
か

な
い
た
め
に
、
病
院
開
院
を
見
据
え

た
渋
滞
対
策
を
伺
う
。

令
和
６
年
３
月
に
策
定
し

た「
美
園
地
区
エ
リ
ア
交

通
戦
略
」の
取
組
の
中
で
、
地
区
の
交

通
特
性
を
踏
ま
え
、
み
そ
の
都
市
デ

ザ
イ
ン
協
議
会
と
連
携
し
、
交
通
渋

滞
対
策
を
含
む
交
通
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
も
、
地
区

の
開
発
進
展
に
伴
い
、
病
院
も
含
め

た
立
地
施
設
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

交
通
渋
滞
の
変
化
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
土
地
利
用
の
進
展
に
合
わ
せ
て
、

取
組
の
途
中
評
価
に
基
づ
き
、
随
時
、

施
策
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、
取

組
に
対
し
柔
軟
に
対
応
し
、
着
実
な

成
果
を
目
指
し
て
い
く
。

い
て
は
、
本
人
や
保
護
者
が
希
望
す

る
場
合
は
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
、

教
育
的
配
慮
に
よ
る
転
校
が
本
人
に

と
っ
て
適
切
で
あ
る
か
判
断
し
、
指

定
校
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
・
普
及
を
進
め
る
た
め

に
、
＊
０
円
ソ
ー
ラ
ー
の
取
組
や
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置
を
義
務
化
す
る
な
ど
、

様
々
な
手
法
で
取
組
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

現
在
実
施
し
て
い
る
補
助

制
度
が
創
設
か
ら
10
年
以

上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

市
民
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
り
う

る
脱
炭
素
効
果
が
高
い
支
援
策
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
義
務
化
は
埼
玉
県
と
意
見

交
換
を
開
始
し
、
ま
た
政
策
誘
導
の

手
法
に
つ
い
て
は
、
設
置
義
務
化
も

含
め
た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

効
果
の
高
い
方
法
を
調
査
し
、
さ
ら

に
、
先
導
的
モ
デ
ル
街
区
の
認
証
制

度
の
検
討
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
本

市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
地
球
温

暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
の
目
指
す
都
市
像
や

戦
略
を
踏
ま
え
、
他
政
令

指
定
都
市
と
比
較
し
た
本
市
の
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
ス
ト
ッ
ク
お
よ
び
オ
フ
ィ

ス
空
室
率
、
ホ
テ
ル
総
客
室
数
、
宴

会
場
総
面
積
を
伺
う
。

民
間
リ
サ
ー
チ
会
社
や
国

の
調
査
な
ど
に
よ
る
と
、

さ
い
た
ま
エ
リ
ア
の
オ
フ
ィ
ス
床
面

積
は
、
約
13
万
３
千
坪
で
、
オ
フ
ィ

ス
空
室
率
は
0.7
％
と
、
各
主
要
都
市

と
比
較
し
て
も
か
な
り
低
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
総
客

室
数
に
つ
い
て
は
、
施
設
数
96
施
設
、

5
6
3
0
室
で
、
宴
会
場
総
面
積
は

3
2
9
3
㎡
と
な
っ
て
お
り
、
ホ
テ

ル
総
客
室
数
、宴
会
場
総
面
積
と
も
に
、

政
令
指
定
都
市
平
均
を
下
回
っ
て
お

り
、
各
主
要
都
市
と
比
較
す
る
と
低

い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
政
令
指
定
都
市
と
比

較
し
た
場
合
の
本
市
の
商

業
地
域
・
近
隣
商
業
地
域
の
総
面
積

は
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
面
積
を
拡
大

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

国
の
調
査
に
よ
る
と
、
本

市
の
商
業
地
域
・
近
隣
商

業
地
域
の
総
面
積
は
、

765
・
2
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
り
、
政
令
指
定
都
市
20

市
中
の
19
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
面

積
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

企
業
立
地
の
受
け
皿
を
増
や
す
観
点

か
ら
は
、
効
果
的
な
方
法
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
。
一
方
、
建
物
の
用
途

や
高
さ
の
制
限
緩
和
に
よ
り
、
周
辺

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て

太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
を

浦
和
美
園
地
区
の
交
通
渋
滞

病
院
開
院
を
見
据
え
た
対
策
は

＊ 0円ソーラー
事業者が初期費用を一時負担して太陽光発電設備を設置し、
住宅所有者は電気料金またはリース料を支払うことで、初期費
用0円で太陽光発電を設置できるもの。

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

大
宮
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
現
状
は

他
政
令
指
定
都
市
と
比
較
し
ホ
テ
ル
、
オ
フ
ィ
ス

と
も
に
少
な
い
状
況
に
あ
る

大
宮
駅
周
辺
の
オ
フ
ィ
ス
不
足

商
業
地
域
の
面
積
拡
大
を
提
案
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　市議会への請願・陳情の提出は
　電子申請も可能です

お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

市政などについての意見や要望がある時は、「請願」「陳
情」を文書のほか、電子申請で市議会に提出することがで
きます。

請願

請願書の提出には、市議会議員の紹介が必要です。
審査のうえ、本会議で「採択」「不採択」などが決められま
す。「採択」された請願は市長などに送り、実現するよう要
請します。

陳情

提出先など

陳情書の提出には、市議会議員の紹介は必要ありません。
陳情内容が記載された陳情文書表を議員に配付します。

【提出先】さいたま市議会 議会局　
【提出方法】持参、郵送または電子申請・届出サービスに
よる提出（FAXや電子メールは不可）。詳しくは議事課
(Tel.829-1753)までお問い合わせください。

請願について▶ 陳情について▶

　年末年始のごあいさつは
　公選法により禁止されています
公職選挙法の規定により、議員が選挙区内の人に年賀状
などのあいさつ状を出すことは禁止されています。
そのため、年末年始のごあいさつは失礼させていただき
ます。

　女性活躍推進議員連盟が
　市長に提言書を提出
さいたま市議会女性活躍推進議員連盟では、すべての女
性が個性・能力を存分に発揮できる社会の実現を目指
し、これまで「女性のための就職説明・相談会」の開催や、
先進市への視察などを行ってきました。それらの調査研
究を踏まえ、男女共同参画推進に関する取組を７項目に
まとめた提言書を市長に提出しました。

　政務活動費に係る研修会を
　実施しました
本市議会が定める「政務活動費の使途運用指針」の理解
促進などを目的に、議員および政務活動員向けの研修を
行いました。講義では、講師の公認会計士事務所の方か
ら、注意すべき支出事項などが説明され、参加者は政務
活動費の適正な支出と透明性の確保について理解を深
めました。

公職選挙法では選挙区内において
このようなことが禁止されています。

議員が年賀状や寒中見舞い
などのあいさつ状を出すこと
（答礼のため
の自筆による
ものは除く）

市民や団体などが議員に
対し寄附を求めること

議員や後援会がお中元や
お歳暮を贈ること

議員や後援会があいさつを
目的とした
有料の広告
を出すこと

謹
賀
新
年
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本会議・委員会の傍聴インターネット中継
会議を生中継・録画配信して
います。パソコンやスマート
フォンなどから
ご覧ください。
※現在、区役所ロビー
での放映は行っており
ません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※手話通訳・要約筆記を
ご希望の方は、7日前まで
に議事課にご連絡くださ
い(Fax.829-1984)。会期日程は、ホームページをご覧く

ださい。くわしくは議事課までお問い
合わせください（Tel.829-1753）。

さいたま市議会
X（旧Twitter）

12月定例会を
開催しています

今号のトピックスでは、大学生の皆さんへのアンケートを実
施し、さいたま市や市議会に対する率直な思いを伺いました。
皆さんの思いを受け止め、今後も市民の代表として、市民の
声に耳を傾け、より魅力的なまちになるよう活動してまいり
ます。市議会の活動は、「ロクマル」でしっかりとお伝えして
まいります。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

議長 帆足和之 副議長 西山幸代

相川綾香 大貫田鶴子 池田めぐみ
北岡久住 佐藤真実 稲川智美
津和野眞佐子 谷中信人 高柳俊哉

ロクマルへの感想を
お聞かせください
感想はこちらから　

表紙では、さいたま市10区の様々な魅力を紹介して
います。それぞれの名産品や名所などを組み合わせ
て、各区の名前を表現しています。今号は、ひまわり、
別所沼公園、浦和よさこいなどを取り上げました。

さいたまさいたま

MINAMI

南区

今号の表紙は

定例会
9月
令和6年

ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.101 2024.12.1

www.city.saitama.lg.jp/gikai/

アンケート調査!大学生のリアルボイス
大学生が、さいたま市や市議会のことをどう思っているのか、
率直な意見を伺いました。

M I
NA
M I

自然環境が有する機能を生かした持続可能な取組
グリーンインフラとは、自然環境が有する機能を社会における様々な
課題解決に活用しようとする考え方です。まちづくり等に自然を取り入
れることで、ネイチャーポジティブやカーボンニュートラルの実現に資
するとともに、心身両面での健康への効果、Well-beingの向上、地域
の賑わいの創出等にも寄与するとされています。このように、グリーン
インフラは、様々な社会課題の解決を目指すものであり、機能や効果を
総合的に発揮する点でも大きな意義を持っています。

さいたま市でも様々な取組が始動中
本市でも、グリーンインフラに関する取組を行政計画に組み込み、公民
連携による様々な活動が進められています。大宮駅周辺では、可動式の
植栽を設置し、心地よく滞在できる空間をつくり出すことで、まちの賑
わい創出や回遊性向上等を目指す「大宮ストリートプランツプロジェ
クト」が、見沼田圃では、温室効果ガス吸収や生物多様性の維持・回復
に関する実証実験等が始まっています。その他の取組も含め、本市の
グリーンインフラに関する取組は、今後さらに展開されていきます。

グリーンインフラ

KEYWORD ロクマル
キーワード

9月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。
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この議会広報紙は650,000部作成し、1部当たりの作成経費は11円です（企画編集の経費を含みます）。

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

テレビ番組「ようこそさいたま市議会へ」 テレビ埼玉 
令和7年1月12日（日）午前10時～ 放送予定
過去に放送した番組も市議会ホームページやYouTubeで
視聴できます。

大宮ストリートプランツプロジェクトの取組




